西病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成２３年　１０月　２７日　（木）　　　　　　　　　　　司会：高橋　正臣　　記録：鷹場　陽子

	高橋(則)
	藤原
	相馬
	戸賀沢
	阿部
	高橋

(正)
	星
	小笠原
	橘
	天間
	野々上

	業務
	業務
	公休
	留守
	公休
	○
	準夜
	深夜
	公休
	公休
	公休

	山田
(真)
	山田

(益)
	三和
	半澤
	鷹場
	長濱
	石岡
	三浦
	宗像
	榎本
	

	準夜
	○
	○
	深夜
	○
	公休
	○
	○
	ローテ
	○
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＜連絡事項＞

・SST中級研修案内の訂正～前回の案内にて、締切日は21日(金)となっていましたが、正しくは28日(金)です。

＜患者様連絡事項＞
・川村　幸子様～葛根湯（漢方薬）本日昼前までとなっていますが、風邪症状改善されている為、飲み切り止めとなります。臨時薬は、前回と同内容にて本日夕後より7日分臨時処方となっています。

・袴田　将志様～腰痛続いている為、ロキソニン(解熱鎮痛消炎剤)（10）2T　2×朝・夕後/4日分が、本日夕食後より臨時処方となっています。

・菅野　勝利様～FK散（胃腸機能調整薬）本日昼後までですが、胃痛改善された為、飲み切り止めとなります。

＜注目患者様ケース検討＞

・曽我　正子様～本日は身辺整理の際に、自身の部屋の清掃を行わず、スタッフオフィスのカウンターやホールのテーブル等をしきりに拭いています。また自分の調子が高くなっているのかとスタッフへ確認され、スタッフが自分ではどう思うか尋ねると「自分としては、これが普通」と話され、自覚がない様子伺えます。

表情に硬さあり、豹柄の派手な衣類を着用し気分の不安定さは続いている為、本人様の精神症状以外にも、周囲の患者様への影響の程度の観察も合わせて行っていきましょう。

・坂　貢様～昨日は、スタッフや他患者様へ話し掛ける事多く、派手な服を着るなど、気分の高

揚さ伺えます。

本日9:30～13:00までスタッフ付添いにて外出へ行かれています。

前日外出時に「山口組の組長に会う」等誇大的な発言も聞かれていますが、異常体

験に左右された言動や行動なく、帰院されています。

＜作業療法報告＞

・曽我　正子様～作業中、スタッフへ排便やイレウスの事、御家族の事や自身の入院の経緯についてまとまり無く話される事や、他患者様が話している事への干渉が多く見られ作業量が以前に比べ、減っています。今後は、本人様へ声掛けをしながら現在の状態を気付かせるような関わりを行っていきます。

・坂　貢様～気分高揚さあり、ひとつの作業を終えずに、途中で別の作業をしたいとスタッフへ訴える為、スタッフから最後までひとつの作業を行うよう説明行っています。また他患者様やスタッフとの会話時の距離が近すぎる事や接触が目立ちます。他患者様とのトラブルにならないよう今後注目していきます。

・袴田　将志様～腰痛を訴え、作業は顔出しのみされています。腰痛の痛み続いている状態の為、無理に作業を促さず、本人様の状態をみて参加可能な際は促しを行っていきましょう。

＜自己服薬管理者評価・検討＞

・出河　攻様、中森　みや子様、問題なく実施できています。

	発生事故振り返りミーティング
	

	
	

	実施日
	　　１０月　　　２６日　　　14時　30分　～　15時　00分
	

	
	
	

	実施場所
	西病棟　Bユニット　ミーティングルーム
	

	
	
	

	参加者
	高橋　正臣、三和　朋代、石岡　啓子、鷹場陽子、山田益実
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	発生事故内容
	袴田将志様の夕食後投薬時に昼食後の忘薬に気付く。
	

	
	
	

	
	
	

	原因分析
	・不十分なダブルチェック。　

・忘薬があるかも知れないという認識が薄かった。
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	事故対策検討内容
	・ダブルチェックとスタッフ同士での確認の徹底をする。　　　　　　　　　　　　　　　　　

・思い込みをせず、服薬に対する重要性を再度確認した上で業務をにあたる。
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	


